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長
崎
平
和
推
進
協
会
と
写
真
資
料
調
査

部
会
は
五
島
市
で
初
め
て
の
「ナ
ガ
サ
キ
原

爆
写
真
展
」を
三
月
一
〇
日
か
ら
二
十
四
日

ま
で
の
二
週
間
、
長
崎
県
、
五
島
市
と
共
催

し
て
五
島
市
三
尾
野
の
福
江
総
合
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。 

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト 
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会
場
を
訪
れ
た
被
爆
者
の
ひ

と
り
は
「
五
島
で
こ
ん
な
に
身
近

に
原
爆
写
真
が
見
ら
れ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
展
示
写
真
を
見

る
と
、
当
時
は
こ
の
世
の
も
の
と

は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
悲
惨
な

惨
状
、
ま
る
で
地
獄
絵
で
す
ね
。
」

と
語
り
、
こ
の
他
に
も
岐
宿
町
か

ら
訪
れ
た
男
性
は
、
「
父
親
は
三

菱
で
働
い
て
い
た
。
原
爆
が
落
と

さ
れ
た
日
、
稲
佐
山
高
射
砲
部
隊

に
い
た
叔
父
が
原
爆
の
事
を
知

ら
せ
て
く
れ
た
の
で
、
急
い
で
村

の
人
々
と
船
を
調
達
し
て
四
日

後
、
長
崎
の
飽
ノ
浦
に
行
き
ま
し

た
。
五
島
に
は
進
学
の
た
め
長
崎

で
学
ぶ
生
徒
や
、
学
徒
動
員
と
し

て
三
菱
等
の
軍
需
工
場
で
働
い

て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
い
た
の

で
す
。
」
と
展
示
の
写
真
を
見
な

が
ら
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
こ
の
人
は
当
時
の
五
島
で

の
出
来
事
を
、
「
七
月
頃
、
岐
宿

町
や
富
江
町
に
も
米
軍
の
戦
闘

機
が
低
空
で
飛
ん
で
き
て
機
銃

掃
射
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
時

は
逃
げ
ま
ど
い
怖
か
っ
た
。
」
と

真
剣
に
話
さ
れ
ま
し
た
。 

五島初の「ナガサキ原爆写真展」開催 

 

写真資料調査部会メンバー 

＝展示会場にて＝ 

五
島
市
に
は
お
よ
そ
七
〇
〇

人
の
被
爆
者
が
生
活
し
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
四
年
六
月
か
ら
国

立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
が
被
爆
者
の
た
め
の
「
被

爆
者
健
康
講
話
」
を
毎
月
一
回
開

催
し
、
こ
の
集
い
に
は
毎
回
二
、

三
十
人
の
被
爆
者
が
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
被
爆
者
の

皆
さ
ん
が
せ
っ
か
く
会
場
に
足

を
運
ぶ
の
だ
っ
た
ら
被
爆
写
真

も
見
て
い
た
だ
こ
う
と
、
長
崎
平

和
推
進
協
会
事
務
局
の
尽
力
で

実
現
し
た
も
の
で
す
。 

 

会
場
に
は
昨
年
八
月
に
「
登
録

記
念
物
」
と
し
て
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
被
爆
遺
構
「
旧
城
山
国
民

学
校
校
舎
」
「
旧
長
崎
医
科
大
学

門
柱
」
「
浦
上
天
主
堂
旧
鐘
楼
」

「
山
王
神
社
二
の
鳥
居
」
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
被
爆
前
、
被
爆
時
の
惨

状
、
現
在
の
姿
を
中
心
に
展
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
入
り
口
に

は
原
爆
投
下
直
後
の
キ
ノ
コ
雲

と
、
原
爆
を
投
下
し
た
米
軍
爆
撃

機
Ｂ
２
９
の
写
真
、
ま
た
吹
き
抜

け
ロ
ビ
ー
２
階
壁
に
爆
心
地
を

写
し
た
幅
３
．
５
メ
ー
ト
ル
の
大

型
パ
ノ
ラ
マ
写
真
一
点
、
そ
れ
に

る 

き
せ
き 

長
崎
平
和
推
進
協
会
が
所
蔵
す

る
巡
回
展
示
用
パ
ネ
ル
写
真
合

計
四
十
五
点
を
展
示
し
ま
し
た 

 

写
真
資
料
調
査
部
会
で
は
こ

れ
ま
で
に
多
く
の
原
爆
写
真
展

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
主

と
し
て
個
々
の
建
物
の
被
災
状

況
の
写
真
が
中
心
で
し
た
。
し

か
し
被
爆
以
前
や
、
被
爆
遺
構

の
現
状
も
展
示
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
を
こ
れ
ま
で
に
度
々
受

け
、
被
爆
遺
構
が
登
録
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、

六
十
九
年
前
の
惨
状
だ
け
で
な

く
、
被
災
前
、
そ
れ
に
現
在
の
姿

を
含
め
た
原
爆
写
真
展
が
、
今

回
初
め
て
実
現
し
ま
し
た
。 

深
堀
好
敏
部
会
長
は
「
長
崎

に
原
爆
が
落
と
さ
れ
て
今
年
で

六
十
九
年
目
、
核
と
人
間
は
共

存
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
写

真
展
に
足
を
運
び
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
」
と
取
材
に
訪
れ
た

テ
レ
ビ
局
や
新
聞
記
者
に
語
り

ま
し
た
。
ま
た
展
示
写
真
の
説

明
は
写
真
資
料
調
査
部
会
の
堀

田
武
弘
、
峰
下
正
道
を
含
め
三

人
で
担
当
し
ま
し
た
。 

。 
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五
島
で
は
初
め
て
の
原
爆
写

真
展
と
あ
っ
て
マ
ス
コ
ミ
の
関

心
は
高
く
、
テ
レ
ビ
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
Ｎ
Ｂ
Ｃ
、
Ｋ
Ｔ
Ｎ
、
Ｎ
Ｉ
Ｂ
の

民
放
三
社
、
そ
れ
に
地
元
の
福
江

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
合
わ
せ
て
五

社
が
取
材
に
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ

ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
し
ま

し
た
。
ま
た
新
聞
社
も
長
崎
新

聞
、
西
日
本
新
聞
が
取
材
し
ま
し

た
。
会
場
を
訪
れ
た
人
は
、「
写
真

展
を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
」
「
新

聞
で
知
り
ま
し
た
」
と
い
う
人
が

ほ
と
ん
ど
で
、
マ
ス
コ
ミ
の
協
力

が
写
真
展
成
功
の
大
き
な
力
と

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

 

な
お
写
真
展
最
終
日
の
三
月

二
十
四
日
に
は
長
崎
平
和
推
進

協
会
継
承
部
会
の
丸
田
和
男
氏

が
被
爆
体
験
を
語
り
ま
し
た
。 

 

 

 

写
真
資
料
調
査
部
会
が
所
蔵

し
て
い
る
長
崎
原
爆
関
連
写
真

は
、
お
よ
そ
四
〇
〇
〇
点
余
り
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
写
真
の
多

く
は
昭
和
五
十
六
年
に
発
足
し
、

深
堀
部
会
長
ら
が
結
成
し
た
「
長

崎
の
被
爆
写
真
調
査
会
」
所
蔵
の

写
真
で
、
こ
の
中
に
は
故
荒
木
正

人
元
部
会
長
ら
が
苦
心
し
て
収

集
し
た
貴
重
な
も
の
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。 

主
な
も
の
と
し
て
は
、
長
崎
市

役
所
前
に
あ
っ
た
写
真
館
の
主

人
で
、
終
戦
直
後
か
ら
被
爆
惨
状

と
復
興
を
撮
り
続
け
た
小
川
虎

彦
氏
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
写
真
ア
ル

バ
ム
。
荒
木
氏
や
深
堀
部
会
長
ら

と
親
交
の
あ
っ
た
、
朝
日
新
聞

社
・
松
本
栄
一
氏
の
被
爆
惨
状
を

撮
影
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン

ト
。
米
軍
上
陸
後
、
監
視
の
も
と

原
爆
映
画
を
撮
り
続
け
た
日
本

映
画
社
に
ス
チ
ー
ル
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
同
行
し
た
林
重
男
氏

の
写
真
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

写
真
の
ほ
と
ん
ど
は
パ
ソ
コ

ン
プ
リ
ン
ト
サ
イ
ズ
で
言
う

「
２
Ｌ
」
サ
イ
ズ
、
か
つ
て
の
サ

イ
ズ
で
は
「
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
」

の
手
ご
ろ
な
大
き
さ
で
、
写
真

に
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り

説
明
文
も
つ
い
て
い
ま
す
。 

写
真
資
料
調
査
部
会
で
は
毎

年
、
長
崎
市
周
辺
の
小
・
中
学
校

高
等
学
校
で
校
内
原
爆
写
真
展

を
、
さ
ら
に
八
月
に
入
る
と
「
原

爆
の
日
」
を
中
心
に
国
立
長
崎

原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

を
会
場
に
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め

所
蔵
の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た
写

真
を
Ａ
３
サ
イ
ズ
、
あ
る
い
は

半
切
サ
イ
ズ
に
引
伸
拡
大
し
て

写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。  

 

地
上
か
ら
撮
影
し
た
き
の
こ

雲
で
鮮
明
な
も
の
と
し
て
唯
一

と
も
い
え
る
松
田
弘
道
氏
の
香

焼
島
か
ら
の
写
真
。 

 

原
爆
搭
載
機
群
が
撮
影
し
た

も
の
と
し
て
は
、
カ
ラ
ー
１
６
ミ

リ
映
画
か
ら
プ
リ
ン
ト
し
た
テ

ニ
ア
ン
島
で
積
み
込
ま
れ
る
パ

ン
プ
キ
ン
色
の
長
崎
原
爆
フ
ァ

ッ
ト
マ
ン
。
原
爆
炸
裂
後
、
浦
上

か
ら
立
ち
の
ぼ
り
始
め
る
き
の

こ
雲
の
複
数
写
真
。
そ
れ
ら
に
は

く
っ
き
り
と
国
鉄
長
崎
駅
周
辺
、

浦
上
川
河
口
が
写
り
、
ま
さ
し
く

原
爆
は
長
崎
市
民
の
頭
上
に
投

下
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

ま
た
写
真
の
専
門
家
と
し
て

知
ら
れ
る
、
元
副
部
会
長
の
堺
屋

修
一
氏
の
収
集
写
真
三
六
〇
枚

も
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
公
開
し
て
お
り
、
毎

週
月
曜
日
午
後
一
時
か
ら
長
崎

原
爆
資
料
館
の
一
室
で
開
く
例

会
に
来
る
と
、
ロ
ッ
カ
ー
に
整
然

と
整
理
さ
れ
て
い
る
原
爆
写
真

を 

 

原
爆
関
連
写
真
収
集
す
す
む 

 

爆
心
地
写
し
た
横
５
．
４
ｍ
超
大
型
パ
ノ
ラ
マ
写
真
作
成 

2011 年度 校内原爆写真展 

Kounai 

Gennbaku 
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写
さ
れ
て
い
る
主
な
建
物
の
廃

墟
は
北
の
方
か
ら
浦
上
第
一
病

院
、
山
里
国
民
学
校
、
長
崎
工
業

学
校
、
城
山
市
営
住
宅
、
城
山
商

店
街
、
長
崎
刑
務
所
浦
上
刑
務
支

所
、
浦
上
天
主
堂
、
城
山
国
民
学

校
、
長
崎
医
科
大
学
、
長
崎
医
科

大
学
附
属
医
院
、
浜
口
町
高
台
、

浜
口
・
岩
川
町
廃
墟
、
鎮
西
中
学

校
等
で
す
。 

 

林
氏
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
は
城
山

小
学
校
平
和
祈
念
館
で
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
間
近
で
見
る
超
大

型
パ
ノ
ラ
マ
写
真
か
ら
は
破
壊
さ

れ
た
街
の
細
部
が
見
え
、
全
く
違

っ
た
原
爆
の
脅
威
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。 

 

 

 

展
示
用
写
真
と
し
て
は
現
在

３
０
０
点
余
り
を
準
備
し
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
充
実
を
図
り
、

今
年
三
月
に
出
来
上
が
っ
た
新

し
い
パ
ノ
ラ
マ
写
真
は
、
爆
心
地

一
帯
を
写
し
た
横
５
．
４
ｍ
、
縦

８
５
㎝
の
特
大
写
真
で
す
。
こ
の

写
真
は
日
本
映
画
社
の
撮
影
班

に
同
行
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の
林

重
男
さ
ん
が
、
原
爆
投
下
か
ら
間

も
な
い
昭
和
二
十
年
十
月
頃
に
、

城
山
町
八
幡
神
社
裏
の
高
台
か

ら
爆
心
地
方
面
を
写
し
た
も
の

で
、
北
は
山
里
国
民
学
校
・
浦
上

第
一
病
院
（
現
在
の
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
病
院
）
、
南
は
鎮
西
中
学
（
現

在
の
活
水
中
・
高
校
）
か
ら
長
崎

医
科
大
学
附
属
医
院
（
現
在
の
長

崎
大
学
病
院
）
ま
で
南
北
２
キ
ロ

余
り
、
手
前
に
は
城
山
町
の
柱
一

本
残
っ
て
い
な
い
市
営
住
宅
跡

が
写
り
、
見
渡
す
限
り
の
廃
墟
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
展
示
し
て
き
た

写
真
は
建
物
、
施
設
の
一
つ
一
つ

を
写
し
た 

『
点
』
の
廃
墟
写
真
で

し
た
が
、
今
回
作
成
し
た
超
大
型

パ
ノ
ラ
マ
写
真
は 

『
面
』
と
な

り
、
一
見
し
て
原
爆
の
威
力
、
残

虐
さ
が
一
目
瞭
然
で
す
。 

  

 

長
崎
市
が
被
爆
七
十
周
年
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
長
崎
原

爆
資
料
写
真
の
調
査
収
集
事
業

が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度

も
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で

行
わ
れ
ま
す
。
調
査
に
あ
た
る
の

は
長
崎
原
爆
資
料
館
の
奥
野
学

芸
員
と
深
堀
部
会
長
の
二
人
で

す
。
成
田
出
発
が
六
月
十
三
日
、

ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
調
査
は
現
地

時
間
六
月
十
六
日
か
ら
二
十
七

日 

 

 

 

 

 

 

夏のナガサキ原爆写真展 

「未来への遺産」 

2014年 8月 1日～31日 

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 

Ｂ２Ｆ交流ラウンジ 

 

日
ま
で
行
わ
れ
、
長
崎
に
帰
っ
て

く
る
の
は
六
月
三
十
日
の
予
定
で

す
。 

 

昨
年
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
事
情

で
国
立
公
文
書
館
で
の
調
査
活
動

が
一
日
の
み
で
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
わ
ず
か
一
日
の
調
査
で

も
被
爆
状
況
を
医
療
面
か
ら
調
査

に
来
た
ア
メ
リ
カ
の
医
師
・
ポ
ー

ル
・
ヘ
ン
シ
ョ
ー
博
士
撮
影
の
部

会
未
所
蔵
の
写
真
を
見
つ
け
出
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
昨
年
に
引

き
続
き
調
査
活
動
を
行
い
ま
す
の

で
、
大
き
な
期
待
が
も
た
れ
て
い

ま
す
。 

 

深
堀
部
会
長
・
今
年
度
も
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で

長
崎
原
爆
資
料
写
真
等
の
調
査
へ 

 

 

 

 
 

米国国立公文書館内での作業風景 
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【丸
田
和
男
】 

 

こ
の
写
真
は
昭
和
十
四 

年
に
山
王
神
社
二
の
鳥
居

を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
に

納
ま
っ
た
、
地
元
町
内
の

警
防
団
の
人
た
ち
で
あ

る
。
こ
の
年
、
浜
口
町
で

は
警
防
団
の
分
団
が
結
成

さ
れ
、
必
勝
祈
念
だ
ろ
う

か
、
山
王
神
社
に
参
拝
し

た
お
り
に
撮
影
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
写
真
は
昭
和
六
十
年
に

傘
屋
を
営
ん
で
い
た
地
元
浜
口

町
住
人
が
、
当
時
の
長
崎
国
際

文
化
会
館
原
爆
資
料
室
に
寄
贈

し
た
も
の
。
寄
贈
者
は
徴
兵
さ

れ
北
松
浦
郡
吉
井
村
に
い
た
た

め
原
爆
の
惨
禍
か
ら
免
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
登
録
記
念

物
に
指
定
さ
れ
た
山
王
神
社
二

の
鳥
居
、
現
地
の
説
明
板
の
写

真
に
は
、
人
物
部
分
が
ト
リ
ミ

ン
グ
さ
れ
、
鳥
居
の
み
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。 

今月の写真 

寄
贈
者
は
、
「
こ
の
中
に
は
原

爆
で
斃
れ
た
人
も
多
数
い
ら
っ

し
ゃ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
写
真
を
見

た
い
人
も
ま
だ
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
思
う
。
」
と
語
ら
れ
て
い

た
。
お
そ
ら
く
原
爆
で
破
壊
さ
れ

る
前
の
数
少
な
い
二
の
鳥
居
写

真
と
思
わ
れ
る
。 

 

な
お
、
山
王
神
社
は
明
治
十
七

年
に
「
県
社 

浦
上
皇
太
神
宮
」

と
な
り
、
地
域
で
は 

「
山
王
さ

ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

鎮
守
の
社
で
あ
る
。
か
つ
て
の
神

社
参
道
に
は
、
一
の
鳥
居
か
ら
四

の
鳥
居
ま
で
あ
っ
た
が
、
原
爆
に

よ
り
一
の
鳥
居
と
二
の
鳥
居
を

残
し
二
つ
は
倒
壊
、
戦
後
、
商
店

街
の
中
に
残
っ
て
い
た
一
の
鳥

居
も
交
通
事
故
に
遭
っ
て
倒
壊

し
姿
を
消
し
た
。
大
正
十
三
年
に

建
立
さ
れ
た
二
の
鳥
居
は
、
爆
心

側
の
左
半
分
が
吹
き
飛
ば
さ
れ

た
が
奇
跡
的
に
右
半
分
だ
け
が

倒
壊
を
免
れ
、
被
爆
し
た
当
時
の

姿
、
一
本
柱
の
ま
ま
で
現
在
も
建

ち
続
け
て
い
る
。
な
お
山
王
神
社

境
内
に
は
「
被
爆
く
す
の
き
」
と

し
て
知
ら
れ
る
大
木
二
本
が
そ

び
え
立
っ
て
い
る
。 

（
写
真
提
供 

長
崎
原
爆
資
料
館
） 

 

 

 

純
心
高
等
女
学
校
（
当
時
）
で

は
、
女
学
生
た
ち
が
「
純
女
学
徒

隊
」「
純
女
報
国
隊
」
の
腕
章
を

巻
き
、
学
校
前
に
あ
っ
た
三
菱

兵
器
大
橋
工
場
に
隣
接
す
る
、

三
菱
長
崎
造
船
所
大
橋
部
品
工

場
へ
動
員
さ
れ
、
原
爆
に
よ
り

二
一
三
人
が
殉
職
し
て
い
ま
す 

会
場
に
は
当
時
の
江
角
ヤ
ス
校

長
や
、
純
心
の
愛
唱
歌
「
燔
祭
の

歌
」
を
永
井
隆
の
依
頼
で
作
曲

し
た
木
野
普
見
雄
の
手
記
等
を

展
示
す
る
予
定
。 

ま
た
、
高
田
中
学
校
は
二
度
目

の
開
催
と
な
り
、
今
回
は
新
し
く

収
集
し
た
写
真
、
資
料
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。
原
爆
投
下
当
時
ま

だ
高
田
中
学
校
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
「
長
与
国
民
学
校
高

田
分
校
」
（
現
在
・
町
立
高
田
小

学
校
）
は
被
災
地
に
隣
接
し
た
学

校
と
し
て
、
救
護
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
学
校
に
避
難
し
た
一
人

が
詩
人
福
田
須
磨
子
で
あ
り
、
自

著
「
わ
れ
な
お
生
き
て
あ
り
」
の

中
で
、
八
月
九
日
夜
の
高
田
国
民

学
校
の
悲
惨
な
状
況
を
記
し
て

い
ま
す
。 

 

長与町立高田中学校 

純心中学校・純心女子高等学校 

 

原
爆
被
災
前
の
山
王
神
社 

二
の
鳥
居 

地
元
警
防
団 

記
念
写
真 

今
年
の
中
学
校
原
爆
写
真
展
は

６
月
に
純
心
中
学
・
女
子
高
校
、

７
月
に
長
与
町
立
高
田
中
学
校

で
開
催 

 

。 


